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　あ と が き

本誌は 1928年に久保猪之吉
によって「耳鼻咽喉科」とし
て創刊され，1988年に「耳鼻
咽喉科・頭頸部外科」と改題
いたしました。

編集顧問　　　　　　　　　　　　　編集委員
佐々木　好久　　八木　聰明　　　　　吉原　俊雄
曽田　豊二　　　竹中　洋　　　　　　小川　郁
坂井　真　　　　　　　　　　　　　丹生　健一

　2016年新年を迎え，少し正月気分も落ち着いてきたころと思います。昨年やり残したこと，失敗した
こと，不満だったことなど，本年で解決の方向に上手く導きたいところです。大学では入試，医師国家
試験，卒業式と例年の行事が目白押しになりますが，個人事業主の方をはじめ勤務医の多くの先生方も
確定申告など，忙しさに拍車をかける時期と思います。診療報酬改定も微妙なところに着地した感があ
ります。いずれにしても良い年になることを願っております。本誌のさらなる充実と飛躍のため編集委
員一同頑張る所存です。
　さて，2月号の特集は，「走り出した舌下免疫療法―現況と展望」と「がん免疫療法のブレイクスルー―
免疫チェックポイント阻害薬」の免疫関連の二本立てです。フレッシュな時期にふさわしいフレッシュ
な内容です。ぜひ，手に取ってお読みいただければと思います。最新の知識が得られる内容です。
　また本誌の特徴でもあります原著論文も本号では興味ある症例や臨床統計が 5本掲載されています。
　東京大学の金丸朝子先生・他は「外耳道癌における中耳温存手術 10例の検討」，帝京大学の齊藤真紀
先生・他は「長期観察中に突然進展した高齢者後天性真珠腫性中耳炎例」を，札幌医科大学の實川純人
先生・他は「G‒CSF産生下咽頭癌の 1例」を，埼玉医科大学の松田　帆先生・他からは「保存的治療で
治癒できた非結核性抗酸菌性中耳炎の 1症例」，三田市民病院の入谷啓介先生・他からは「顎下部に発症
した Castleman病の 1例」が発表されていますが，いずれも秀作です。ぜひ一読していただきたいと思
います。
　本年も多くの投稿を期待していますのでよろしくお願いいたします。
 （吉原俊雄）
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